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 「安全」の確保 Ⅰ 防災のまちづくり 

《《  「「安安全全」」のの確確保保  》》  

  

  

  

■ 基本的考え方 

津波対策の基本的考え方（海岸保全施設・まちづくり・ソフト対策）を踏まえた多重防災

型まちづくりにより、津波等の自然災害による被害を最小限に抑え、どのような場合でも人

命と暮らしを守る安全で安心な防災都市・地域づくりを進める。また、住民の故郷への思い

や地域の歴史、文化・伝統を踏まえた住民主体の新しいまちづくりを進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 緊急的な取組 

・ 生活環境に支障が生じる災害廃棄物（がれき）の早期撤去 

・ 高潮や波浪に対する二次災害防止のための防災施設等の応急的な復旧を推進 

・ 災害情報等を的確に伝達する防災通信機能の復旧 

・ 防潮堤等の海岸保全施設にまちづくり・ソフト対策を組み合わせた多重防災型のまちづく

り計画等の策定 

・ 原子力発電所事故に伴う放射線量の測定など監視体制の充実・強化及び放射性物質に係る

健康不安の解消など安全対策の推進 

 短期的な取組 

・ 計画的な災害廃棄物の処理を行うとともに、リサイクルを進めるなど、環境に配慮した処

理を促進 

・ 消防署、警察署等の防災拠点の復旧・整備及び災害時に効果的に機能させるための仕組み

づくり 

・ 防潮堤等の公共土木施設の復旧・整備 

・ 住宅や公共建築物の耐震化の促進   

・ 災害に強いライフラインの構築  

・ 津波防災を考慮し、まちづくりと一体となった道路、JR 及び三陸鉄道の復旧・整備 

・ 避難経路の充実をはじめとする迅速な避難を可能にする体制の構築 

・ コミュニティの中心となる自主防災組織の育成・強化や大学等との連携による地域防災教

育等の拠点形成など地域防災力の向上に向けた取組の促進 

 

地域に最も適した多重防災型のまちづくりや災害に強いライフラインの構築、エネル

ギー自給システムの導入促進などにより、災害に強く安全で安心な暮らしを支える防災

都市・地域づくりを推進 

 

 

 

 

概 要                       

取組項目① 災害に強く安全で安心な暮らしを支える防災都市・地域づくり 

「安全」の確保 

ⅠⅠ  防防災災ののままちちづづくくりり  

２ 主な取組内容 
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 「安全」の確保 Ⅰ 防災のまちづくり 

 中期的な取組 

・ 防潮堤等の海岸保全施設の整備、津波防災を考慮した土地利用計画によるまちづくり、

災害に強い防災通信ネットワークの構築や複数の避難経路の確保等による誰もが余裕を持

って安全に避難できる体制の構築などのソフト対策を組み合わせた多重防災型まちづくり

の推進 

・ 災害発生時において応急対策の拠点として機能する広域防災拠点の整備（災害時における

物流ターミナル基地、広域医療搬送拠点等） 

・ 本県に豊富に賦存する太陽光、木質バイオマス、地熱などの再生可能エネルギーを最大限

活用するとともに、防災拠点や住宅・事業所等が非常時においても一定のエネルギーを賄え

るシステムの導入促進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

復興への歩み 

災害に強く安全で安心な暮らしを支える防災型都市・地域づくり 

 災害廃棄物の計画的
で環境に配慮した処
理を促進 

復興への歩み                    

  
緊急的な取組 

 
短期的な取組 中期的な取組 

海岸保全施設にまちづくり・ソフ
ト対策を組み合わせた多重防災
型のまちづくり計画等の策定   

ハード整備とまちづくり・ 
ソフト対策を組合せた多重 
防災型まちづくりの推進          

          
            
    
         

高潮や波浪に対する二次災 
害防止のための防災施設の 
応急的な復旧     

生活環境に支障が生じる 
災害廃棄物（がれき）の 
早期撤去      

 

             再生可能エネルギーの活用及び非 
             常時においても一定のエネルギー 

を賄えるシステムの導入促進        
      

津波防災を考慮し、まちづく 
りと一体となった道路、JR 
及び三陸鉄道の復旧・整備 

             
  

災害に強いライフラインの構築 

災害情報等を的確に伝達す 
る防災通信機能の復旧     

迅速な避難を可能にする体制の

構築や地域防災力の向上に向け

た取組の促進 

 
住宅や公共建築物の耐震化の促進 

防潮堤等の公共土木 
施設の復旧・整備             

  

消防署、警察署等の防災拠 
点の復旧     

災害発生時において応急対
策の拠点として機能する広
域防災拠点の整備 

      

警察署、消防署等の防災拠点
の整備及び効果的に機能させ
るための仕組みづくり             

  

コミュニティの中心となる自主防災組織の育成・強化や大学等との連
携による地域防災教育等の拠点形成など地域防災力の向上に向けた取
組の促進 

 

放射線量の測定など監視体制の充実強化及び 

安全対策の強化 
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 「安全」の確保 Ⅰ 防災のまちづくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 緊急的な取組 

・ 住民生活を支える道路、汚水処理施設等の生活基盤の応急的な復旧 

 短期的な取組 

・ 住民の意向を踏まえた新たな生活環境に対応した道路、汚水処理施設等の生活基盤の整備 

・ ユニバーサルデザインの考え方に基づいたひとにやさしいまちづくりの推進 

・ 地域の歴史・文化を踏まえた誇りや愛着を持てる住民主体の美しく魅力ある地域づくりの

推進 

・ 災害遺構の保存や防災教育の充実等による「防災文化」の醸成と継承 

 中期的な取組 

・ 今回の大震災津波の記憶を未来へ語り継ぎ故郷への思いを継承するイベントの実施やメ

モリアル公園等の拠点施設の整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
緊急的な取組 

 
短期的な取組 中期的な取組 

復興への歩み                    

概 要                       

今回の大震災津波の記憶を未来に語り継ぐため「防災文化」を醸成し継承していくと

ともに、地域住民の故郷への思いや地域の歴史や文化・伝統を踏まえた、住民主体の

生活環境づくりを推進  

 

取組項目② 故郷への思いを生かした豊かで快適な生活環境づくり 

故郷への思いを生かした豊かで快適な生活環境づくり 

 

地域の歴史・文化を踏まえた住民主体の                                 

美しく魅力ある地域づくりの推進                

          

   

          
 
         

住民生活を支える生活基盤 

の応急的な復旧  
 
  

震災の記憶を未来へ語り継ぎ故郷へ 

の思いを継承するイベントの実施や 

メモリアル公園等の拠点施設の整備  

新たな生活環境に対応した生活基盤の整備 
 
  

ユニバーサルデザインの考え方に基づいた 

ひとにやさしいまちづくりの推進 
 
         

防災教育の充実等による「防災文化」の醸成と継承 
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 「安全」の確保 Ⅱ 交通ネットワーク 

《《  「「安安全全」」のの確確保保  》》  

  

  

  

■ 基本的考え方 

災害時等の確実な緊急輸送や代替機能を確保した信頼性の高い道路ネットワークの構築

や、救護活動や人員輸送を支える港湾や空港、鉄道の機能強化により、災害に強い交通ネッ

トワークの構築を進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◆ 災害に強い高規格幹線道路等の幹線道路ネットワーク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「安全」の確保 

概 要                       

取組項目① 災害に強い交通ネットワークの構築 

ⅡⅡ  交交通通ネネッットトワワーークク  

復興道路として『災害に強い高規格幹線道路等の幹線道路ネットワーク』を整備し、

これを補完する国道、県道などを含めた信頼性の高い道路ネットワークを構築するとと

もに、災害対応拠点としての港湾やいわて花巻空港の機能強化、災害時にも安全・安心

な鉄道の整備を推進 
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 「安全」の確保 Ⅱ 交通ネットワーク 

 緊急的な取組 

・ 緊急輸送等のための迂回路の確保や道路の応急的な復旧 

・ 港湾機能復旧のための航路確保や公共岸壁等の利用促進 

 短期的な取組 

・ 道路、港湾等の公共土木施設の復旧・整備  

・ 復興道路として高規格幹線道路等の幹線道路ネットワークの重点整備（三陸縦貫自動車道、

三陸北縦貫道路、八戸・久慈自動車道の三陸沿岸地域の縦貫軸、東北横断道釜石秋田線、宮

古盛岡横断道路の内陸と三陸沿岸地域を結ぶ横断軸） 

・ 緊急輸送道路などの耐震補強や道路防災施設等の整備  

・ 津波防災を考慮し、まちづくりと一体となった道路、JR 及び三陸鉄道の復旧・整備（再

掲） 

・ いわて花巻空港の災害対応機能の強化 

 中期的な取組 

・ 復興道路として高規格幹線道路等の幹線道路ネットワークの構築 

・ 高規格幹線道路等を補完する国道・県道などを含めた災害に強く信頼性の高い道路ネッ

トワークの構築 

・ 耐震強化岸壁等の整備による港湾の機能拡充 

・ 工業製品、農林水産物などの生産拠点や観光地等へのアクセス道路の整備 
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 「安全」の確保 Ⅱ 交通ネットワーク 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

復興への歩み                    

  
緊急的な取組 

 
短期的な取組 中期的な取組 

災害に強い交通ネットワークの構築 

 

高規格幹線道路等を補完する国道・ 

  県道などを含めた災害に強く信頼性 

の高い道路ネットワークの構築 

          

   

          
 
         

迂回路の確保や 
道路の応急的な復旧 

  
 
  

高規格幹線道路等の 

 幹線道路ネットワーク 

の構築  

      道路、港湾等の 

公共土木施設の 

復旧・整備 
 
  

高規格幹線道路等の 

  幹線道路ネットワーク 

                                    の重点整備           
 
         

津波防災を考慮し、まちづくり 

と一体となった道路、JR 及び三 

陸鉄道の復旧・整備           
 
         

緊急輸送道路などの耐震補 
強や道路防災施設等の整備     

いわて花巻空港の災害対応機能の強化 

          

   

          
 
         

耐震強化岸壁等の整備による 

        港湾の機能拡充 

          

   

          
 
         

 港湾機能復旧のための 
航路の確保や公共岸壁 
等の利用促進 

  
 
  

工業製品、農林水産物など
の生産拠点や観光地等への
アクセス道路の整備   

          
 
         


